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原色図版1 瀟湘八景図屏風 金玄成賛 九州国立博物館

原色図版2 山市晴嵐図 米国・クリーヴランド美術館
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原色図版3 倣郭煕秋景山水図「文清」印 九州国立博物館
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朝
鮮
時
代
前
期
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
展
開 

　
　
―
北
宋
文
化
の
受
容
の
諸
相
―

は
じ
め
に

朝
鮮
時
代
前
期
の
絵
画
に
は
制
作
年
代
が
確
定
す
る
基
準
作
が
少
な
く
、
こ
の

時
期
の
山
水
画
の
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
筆
者
は
、
二
〇
二
三
年
秋
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
研
究
発
表
で
瀟
湘
八
景
図

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
そ
の
図
様
構
成
の
規
範
性
と
表
現
様
式
の
多
様
性
を
分

析
し
て
朝
鮮
山
水
画
の
展
開
を
議
論
し
た
。
そ
の
発
表
で
は
、
あ
る
特
定
の
中

国
・
北
宋
時
代
の
瀟
湘
八
景
図
が
朝
鮮
山
水
画
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
簡
潔
に
指
摘
し
た
が
、
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
同
時
代
の
作
品
を
ひ
ろ
く

視
野
に
入
れ
た
研
究
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

小
論
は
、
そ
の
課
題
を
引
き
継
ぎ
、
朝
鮮
時
代
前
期
の
絵
画
史
を
北
宋
絵
画
の

規
範
性
に
注
目
し
て
検
討
し
、
典
拠
の
中
国
絵
画
に
付
与
さ
れ
た
社
会
的
な
意
義

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
多
様
な
改
変
と
広
範
な
流
布

韓
国
の
瀟
湘
八
景
図
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
八
図
が
揃
う
朝
鮮
最
古
の
幽

玄
斎
旧
蔵
本
（
図
1
）
を
重
視
し
た
。
こ
の
一
本
は
先
行
研
究
で
何
ら
か
の
作
品

を
踏
襲
す
る
と
想
定
さ
れ
、
朴
海
勲
氏
は
、
同
図
は
安
平
大
君
が
世
宗
二
四
年

（
一
四
四
二
）
に
企
画
し
た
匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
画
巻
の
絵
画
、
つ
ま
り
安
堅
の

瀟
湘
八
景
図
を
臨
模
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
板
倉
聖
哲
氏
と
呉
永
三
氏

は
、
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
図
様
構
成
が
朝
鮮
山
水
画
に
対
し
て
強
い
規
範
性
を
も
つ

こ
と
を
解
明
し
、
同
図
が
影
響
力
の
大
き
い
特
定
の
モ
デ
ル
―
た
と
え
ば
郭
煕
な

ど
の
北
宋
絵
画
を
写
し
た
可
能
性
を
考
察
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
典
拠
に
関
し
て
一
致
し
た
見
解

は
な
い
。
こ
の
状
況
を
う
け
て
筆
者
は
、
そ
の
典
拠
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
基

本
的
な
構
成
が
共
通
す
る
大
和
文
華
館
本
（
図
2
）
と
幽
玄
斎
旧
蔵
本
を
丁
寧
に

比
較
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
詳
細
は
研
究
発
表
の
報
告
書
に
譲
る
が
、

そ
れ
ら
の
祖
本
は
、
縦
型
の
長
方
形
の
画
面
で
、
藍
色
や
朱
色
を
施
し
た
墨
画
淡

彩
の
品
質
形
状
で
あ
っ
た
と
復
元
で
き
る
。
そ
の
図
様
構
成
は
、
大
和
文
華
館
本

の
よ
う
に
、
平
沙
落
雁
図
で
は
雁
や
遠
山
に
大
小
・
濃
淡
の
変
化
を
つ
け
て
自
然

な
奥
行
き
を
表
わ
し
、
漁
村
夕
照
図
で
は
中
景
の
坂
道
の
三
人
の
人
物
が
小
径
を

折
り
返
し
て
登
り
な
が
ら
懸
崖
下
の
楼
閣
へ
と
向
か
う
行
程
を
設
定
す
る
な
ど
、

合
理
性
の
高
い
自
然
な
遠
近
表
現
を
と
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
皴
法
は
、
幽

玄
斎
旧
蔵
本
の
よ
う
に
、
太
さ
や
濃
淡
に
変
化
の
あ
る
輪
郭
線
や
、
淡
墨
を
面
的

に
重
ね
て
効
果
的
に
立
体
感
を
出
す
皴
法
、
瘤
の
よ
う
な
細
部
を
作
る
岩
塊
や
山

岳
の
造
形
を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
は
近
年
発
見
さ
れ
た
「
文
清
」
印
の
あ
る
倣
郭

煕
秋
景
山
水
図
（
後
述
）
と
強
い
関
連
を
も
ち
、
淵
源
を
た
ど
れ
ば
北
宋
時
代
の

郭
煕
に
通
じ
る
特
徴
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
幽
玄
斎
旧
蔵
本
と
大
和
文
華
館
本
の

祖
本
を
以
下
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
と
呼
ぶ
が
、
同
図
は
宋
迪
あ
る
い
は
郭
煕

畑
　
　
　
靖
　
紀

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）（

5
）

東
風
西
声
第
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号
（
２
０
２
５
年
３
月
発
行
）
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朝鮮時代前期における瀟湘八景図の展開



図 1 　平沙落雁図・漁村夕照図（瀟湘八景図のうち）　「安忠」印　幽玄斎旧蔵

図 2 　平沙落雁・漁村夕照図　奈良・大和文華館
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の
瀟
湘
八
景
図
、
ま
た
は
そ
れ
と
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
北
宋
時
代
・
十
一
世

紀
後
半
の
優
れ
た
華
北
山
水
画
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
朝
鮮
時
代
前
期
に
強
い
規
範
性
を
も
ち
、
数

多
く
の
山
水
画
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て

筆
者
は
、
新
た
に
探
幽
縮
図
（
東
京
国
立
博
物
館
）
が
写
す
瀟
湘
八
景
図
に
注
目

し
た
。
こ
の
八
景
図
に
は
朝
鮮
時
代
の
原
本
四
図
が
現
存
し
、
そ
れ
に
縮
図
か
ら

推
測
し
た
復
元
四
図
を
合
わ
せ
て
当
初
の
八
図
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
以
下
《
探
幽
縮
図
原
本
》
と
呼
ぶ
）。
そ
の
失
わ
れ
た
原
本
を
写
す
探
幽
縮
図

の
漁
村
夕
照
図
（
図
3
右
）
は
、
大
和
文
華
館
本
や
幽
玄
斎
旧
蔵
本
と
全
体
の
構

成
が
類
似
し
、
右
下
の
門
壁
・
邸
宅
と
樹
木
を
頂
く
岩
塊
な
ど
細
部
の
図
様
も
一

致
す
る
。
そ
の
た
め
先
述
の
研
究
発
表
で
筆
者
は
、《
探
幽
縮
図
原
本
》
の
漁
村

夕
照
図
の
典
拠
も
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
で
あ
る
と
考
察
し
た
。

（
6
）

（
7
）

図 3 　平沙落雁図・漁村夕照図（「探幽縮図」瀟湘八景図縮図のうち）　狩野探幽写　東京国立博物館

図 4 　漁村夕照図　（瀟湘八景図屏風のうち）
九州国立博物館
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こ
こ
で
改
め
て
《
探
幽
縮
図
原
本
》
の
各
図
を
確
か
め
る
と
、
瀟
湘
夜
雨
図
や

平
沙
落
雁
図
（
図
3
左
）、
遠
浦
帰
帆
図
、
煙
寺
晩
鐘
図
は
、
近
景
の
省
略
は
あ

る
が
、
山
岳
や
岩
塊
、
樹
木
、
水
流
の
配
置
や
建
物
や
船
の
モ
チ
ー
フ
に
《
北
宋

の
瀟
湘
八
景
図
》
と
の
共
通
点
が
多
い
。
山
市
晴
嵐
図
で
は
図
様
構
成
の
継
承
関

係
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ほ
か
の
場
面
で
は
全
体
の
構
成
や
細
部
の
図

様
が
大
和
文
華
館
本
と
幽
玄
斎
旧
蔵
本
に
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。
部
分
的
な
改
変

は
随
所
に
あ
る
も
の
の
、《
探
幽
縮
図
原
本
》
は
全
体
的
に
み
て
《
北
宋
の
瀟
湘

八
景
図
》
の
図
様
構
成
を
留
め
る
作
品
と
み
て
よ
く
、
連
作
の
複
数
画
面
で
典
拠

を
受
け
継
ぐ
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

逆
に
言
え
ば
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
従
来
の
想
定
よ
り
も
さ
ら
に
強
い

規
範
性
を
も
っ
た
と
説
明
で
き
、
や
は
り
朝
鮮
山
水
画
の
歴
史
的
な
展
開
の
カ
ギ

を
握
る
重
要
な
典
拠
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、《
探
幽
縮
図
原
本
》
に
お
い
て
図

様
が
省
略
さ
れ
、
構
成
の
典
拠
と
さ
れ
な
い
場
面
も
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ

ば
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
を
継
承
す
る
朝
鮮
時
代
前
期
の
山
水
画
に
は
、
図

様
構
成
を
改
変
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
視
角
か
ら
現
存

図 6 　山市晴嵐図　幽玄斎旧蔵本 図 5 　山市晴嵐図　九博本

図 7 　山市晴嵐図　個人蔵
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作
品
を
通
覧
す
る
と
、
や
は
り
朝
鮮
山
水
画
に
は
典
拠
の
意
識
的
な
置
換
や
合
成

が
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
優
品
を
対
象
に
図
様
構
成
の
能
動

的
な
再
構
成
を
指
摘
し
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
規
範
性
の
振
幅
を
考
察
す

る
。一

つ
目
の
作
品
は
、
九
州
国
立
博
物
館
の
金
玄
成
賛
が
あ
る
押
絵
貼
屏
風
で
あ

る
（
原
色
図
版
１
）。

そ
の
漁
村
夕
照
図
（
図
4
）
を
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
を
継
承
す
る
先
述
の

三
本
（
図
1
右
・
2
右
・
3
右
）
と
比
較
す
る
と
、
画
題
と
関
連
が
強
い
漁
村
と

夕
日
の
モ
チ
ー
フ
や
山
水
全
体
の
配
置
が
よ
く
保
た
れ
、
本
図
も
《
北
宋
の
瀟
湘

八
景
図
》
を
継
承
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
描
写
の
密
度
が
高
い
右
下
の
渓

流
と
小
径
の
場
面
を
比
較
す
れ
ば
、
本
図
に
は
図
様
の
省
略
が
認
め
ら
れ
る
。
先

述
の
三
本
は
、
渓
流
沿
い
の
小
径
が
門
壁
と
邸
宅
へ
向
か
う
合
理
的
な
配
置
を
と

る
一
方
、
九
博
本
は
、
門
壁
を
省
略
し
て
建
物
を
左
と
上
に
動
か
す
た
め
、
渓
流

沿
い
の
小
径
の
目
的
地
が
不
明
瞭
で
、
モ
チ
ー
フ
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
。

次
に
山
市
晴
嵐
を
み
る
と
、
九
博
本
（
図
5
）
は
、
北
宋
の
典
拠
を
受
け
継
ぐ

幽
玄
斎
旧
蔵
本
（
図
6
）
と
は
異
な
り
、
二
つ
の
重

要
な
図
様
を
省
略
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
バ
ー
ン
ハ
ー
ト
氏
が
山
市
晴
嵐
の
基
本
的
な
モ

チ
ー
フ
と
指
摘
さ
れ
る
山
市
へ
と
向
か
う
橋
で
あ
る
。

こ
の
橋
は
、
現
存
最
古
の
王
洪
筆
本
（
米
国
・
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館
）
を
は
じ
め
、
簡
略
な
筆
致

の
玉
澗
筆
本
（
出
光
美
術
館
）
に
も
登
場
す
る
伝
統

的
な
図
様
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
山
間
の
関
門
で
、

呉
永
三
氏
は
、
こ
れ
を
韓
国
で
流
布
す
る
行
旅
や
離

別
の
主
題
に
関
連
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
指
摘
さ

れ
る
。
朝
鮮
山
水
画
を
み
て
も
、
幽
玄
斎
旧
蔵
本
に

（
8
）

（
9
）

（
10
）

図10　雲横秀嶺図　高克恭筆
台湾・国立故宮博物院

図 9 　白居易載鶴図
伝馬遠筆　個人蔵

図 8 　烟寺暮鍾図　九博本

図11　瀟湘夜雨図　九博本
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構
成
が
近
い
伝
石
敬
筆
渓
山
晴
樾
図
（
韓
国
・
澗
松
美
術
館
）
で
は
山
市
へ
の
橋

と
山
間
の
関
門
の
図
様
が
確
か
に
写
さ
れ
、
優
品
と
し
て
著
名
な
一
本
（
図
7
）

で
も
左
下
と
右
上
の
両
隅
に
橋
と
関
門
が
対
置
さ
れ
、
両
者
が
山
市
の
結
界
を
示

す
。
一
方
、
九
博
本
で
は
近
景
の
渓
流
に
橋
は
架
か
ら
ず
、
山
市
の
背
後
の
遠
景

に
関
門
は
設
け
ら
れ
ず
、
二
つ
の
伝
統
的
な
図
様
が
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
漁
村
夕
照
の
合
理
性
の
低
さ
や
山
市
晴
嵐
の
重
要
モ
チ
ー
フ
の
欠

如
を
前
向
き
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
九
博
本
が
図
様
構

成
の
再
構
成
を
試
み
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
方
、
本
図
に
は
図

様
構
成
と
表
現
様
式
の
置
換
が
成
功
し
て
い
る
場
面
も
あ
る
。
そ
れ
は
米
法
山
水

の
雲
山
図
と
燕
文
貴
が
得
意
と
し
た
風
雨
山
水
図
を
継
承
す
る
と
板
倉
氏
が
指
摘

す
る
烟
寺
暮
鍾
と
瀟
湘
夜
雨
に
認
め
ら
れ
る
。

筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
烟
寺
暮
鍾
（
図
8
）
で
は
図
様
や
表
現
が
米
法
山
水

へ
と
置
換
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
表
現
様
式
も
正
当
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
時
代
の
雲
山
図
に
は
、
九
博
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
伝
馬
遠
筆
白
居
易
載
鶴
図

（
図
9
）
や
、
図
7
と
は
別
本
の
山
市
晴
嵐
図
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
本
は
み
な

画
面
の
下
半
分
の
近
景
の
岩
塊
に
比
べ
て
上
半
分
の
遠
景
の
山
岳
を
よ
り
大
き
く

濃
い
墨
色
で
表
わ
す
。
こ
の
逆
遠
近
法
的
な
描
写
は
、
高
克
恭
の
雲
横
秀
嶺
図

（
図
10
）
な
ど
中
国
の
米
法
山
水
の
基
本
的
な
表
現
で
あ
る
。
韓
国
最
古
の
雲
山

図
と
み
ら
れ
る
九
博
本
、
伝
馬
遠
筆
本
、
別
本
の
山
市
晴
嵐
図
は
、
こ
の
伝
統
を

正
し
く
継
承
す
る
。

ま
た
瀟
湘
夜
雨
（
図
11
）
で
は
、
右
端
の
中
景
の
水
流
が
一
度
、
画
面
か
ら
出

て
近
景
の
岩
陰
か
ら
再
び
現
れ
、
枠
外
の
空
間
の
広
が
り
を
暗
示
す
る
。
こ
れ
は

李
唐
や
彼
の
様
式
を
継
承
す
る
閻
次
平
や
閻
次
于
な
ど
南
宋
時
代
初
の
山
水
画
で
、

小
径
や
水
流
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
山
岳
・
岩
塊
の
背
後
の
奥
行
き
や
画
面
外
の

景
観
を
示
唆
す
る
描
写
に
近
似
す
る
（
た
と
え
ば
伝
閻
次
于
筆
松
壑
隠
棲
図
冊

（
米
国
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
な
ど
）。
そ
の
表
現
は
燕
文
貴
の
伝
承
を
も

つ
江
山
楼
観
図
巻
（
大
阪
市
立
美
術
館
）
や
渓
山
楼
観
図
（
台
湾
・
国
立
故
宮
博

物
院
）
に
通
じ
る
も
の
で
、
宋
代
山
水
画
の
合
理
的
な
空
間
構
成
を
学
習
し
た
成

果
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
九
博
本
に
は
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
を
継
承
す
る
意
識
と
、

そ
の
図
様
を
省
略
し
、
別
系
統
の
様
式
に
置
換
す
る
傾
向
を
指
摘
で
き
、
能
動
的

に
山
水
景
観
を
再
構
成
す
る
意
図
が
確
認
で
き
る
。

二
つ
目
の
作
品
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
山
市
晴
嵐
図
（
別
称
「
歳
朝

図
」「
渓
居
図
」、
原
色
図
版
２
・
図
12
）
で
あ
る
（
以
下
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
と
呼
ぶ
）。

ま
ず
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
を
継
承
す
る
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
山
市
晴
嵐
（
図

6
）
と
比
較
す
る
と
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
は
画
面
の
上
方
か
ら
関
門
、
山
市
、
岩
塊
上
の

樹
叢
中
の
東
屋
、
橋
の
図
様
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
は
、
幽
玄
斎

旧
蔵
本
の
漁
村
夕
照
（
図
1
右
）
と
東
屋
の
右
下
奥
の
門
壁
と
邸
宅
、
遠
景
の
対

岸
で
舟
か
ら
荷
を
下
ろ
す
人
物
、
最
下
辺
の
漁
舟
の
図
様
ま
で
も
が
共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
は
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
二
図
の
図
様
を
継
承
し

て
お
り
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
左
下
の
水
辺
の
近
景
と
左
上
の
対
岸
か
ら
遠

山
ま
で
の
遠
景
の
二
つ
の
場
面
の
典
拠
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、

（
11
）（

12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

図12　山市晴嵐図
米国・クリーヴランド美術館
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別
系
統
の
城
壁
を
描
く
山
市
晴
嵐
図
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
朝

鮮
山
水
画
に
は
先
述
の
別
本
、《
探
幽
縮
図
原
本
》（
図
13
）、
大
願
寺
本
（
尊
海

渡
海
日
記
）
が
あ
り
、
こ
の
図
様
に
は
一
定
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り

Ｃ
Ｍ
Ａ
本
は
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
二
つ
の
図
様
を
合
成
し
、
さ
ら
に
別
系

統
の
城
壁
の
あ
る
山
市
晴
嵐
の
図
様
を
も
混
交
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
九
博
本
で
は
典
拠
の
省
略
や
置
換
が
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
で
は

典
拠
の
合
成
と
混
交
が
み
ら
れ
、
朝
鮮
時
代
前
期
に
は
多
様
な
方
向
性
を
も
つ
典

拠
の
改
変
が
積
極
的
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
両
者
の
制
作
は
十
五
世
紀

末
か
ら
十
六
世
紀
初
ま
で
の
時
期
が
有
力
で
あ
る
た
め
、
典
拠
か
ら
一
定
の
距
離

が
あ
る
こ
れ
ら
の
朝
鮮
山
水
画
の
存
在
は
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
図
様
構

成
が
遅
く
と
も
十
五
世
紀
後
半
の
時
点
で
か
な
り
多
彩
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を

示
唆
す
る
。

こ
の
よ
う
に
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
図
様
構
成
は
質
的
に
豊
か
な
振
幅
を

も
っ
て
朝
鮮
時
代
前
期
に
受
容
さ
れ
た
が
、
量
的
に
も
非
常
に
広
範
な
受
容
が
確

か
め
ら
れ
る
。
詳
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
図
様
構
成
を
継
承
す
る
朝
鮮
山
水
画
の

現
存
作
品
は
数
多
く
、
そ
の
規
範
性
の
強
度
は
同
時
代
の
な
か
で
突
出
す
る
。
そ

の
歴
史
的
な
意
義
を
考
え
る
と
き
、
当
時
の
代
表
的
な
コ
レ
ク
タ
ー
・
安
平
大
君

が
所
蔵
し
た
三
組
の
瀟
湘
八
景
図
（
申
叔
舟
「
画
記
」『
保
閑
斎
集
』
巻
十
四
）

と
の
比
較
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
現
存
し
な
い
が
、
と
く
に
郭
煕
の
「
平
沙
落
鴈
図
一
、
江
天
暮
雪
図

一
」
に
は
大
き
な
影
響
力
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
「
其
霜
楓
暎
菊
、

抱
琴
遠
眺
」「
雪
霽
長
江
、
独
釣
孤
舟
」
と
図
様
が
共
通
す
る
作
例
は
少
な
い
。

管
見
の
限
り
、
大
願
寺
本
の
平
沙
落
雁
、「
安
忠
」
印
寒
江
独
釣
図
（
米
国
・
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）、
李
澄
筆
本
（
韓
国
・
国
立
中
央
博
物
館
）
の
江
天
暮

雪
な
ど
図
様
を
継
承
す
る
山
水
図
は
数
件
に
限
ら
れ
、
こ
の
郭
煕
画
に
強
い
規
範

性
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

二
つ
目
の
「
李
弼
（
略
）
瀟
湘
八
景
図
各
一
」
は
具
体
的
な
図
様
構
成
は
不
明

で
、
元
時
代
と
さ
れ
る
中
国
人
画
家
の
年
代
か
ら
み
て
も
強
い
影
響
力
は
想
定
し

に
く
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
「
安
堅
（
略
）
八
景
図
各
一
」
は
、
安
平
大
君
が
企
画
し
た
匪
懈
堂
瀟

湘
八
景
詩
画
巻
の
絵
画
に
相
当
す
る
。
こ
の
作
品
は
詩
文
（
韓
国
・
国
立
中
央
博

物
館
）
が
残
る
の
み
で
、
絵
画
の
実
像
を
捉
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
筆
者

は
、
先
述
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
研
究
発
表
に
お
い
て
本
図
を
考
察
し
た
が
、

現
時
点
で
は
図
様
構
成
を
細
部
ま
で
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
安
堅
画
の
問
題
に
関
連
し
て
、
張
辰
城
氏
は
四
時
八
景
図
冊
（
韓
国
・
国

立
中
央
博
物
館
）
の
一
図
に
あ
る
山
市
の
城
壁
の
図
様
を
伝
承
作
者
の
安
堅
と
の

関
わ
り
か
ら
説
明
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
こ
の
城
壁
の
あ
る
山
市
は
、
先
述

の
よ
う
に
筆
者
が
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
と
は
別
系
統
と
考
え
る
山
市
晴
嵐
図

の
図
様
で
あ
る
。
こ
の
城
壁
の
図
様
は
先
述
の
別
本
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
（
図
12
）、《
探

幽
縮
図
原
本
》（
図
13
）、
大
願
寺
本
に
も
確
認
で
き
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

図13　山市晴嵐図　伝如雪筆
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以
外
で
は
、
朝
鮮
時
代
前
期
に
お
い
て
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
流
布
が
確
認
で
き

る
図
様
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
張
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
城
壁

を
描
く
山
市
の
図
様
は
安
堅
の
よ
う
な
朝
鮮
人
画
家
の
創
始
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
だ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
次
第
で
は
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
匪
懈
堂
詩
画
巻
に
安
堅

が
描
い
た
山
市
晴
嵐
図
の
図
様
の
候
補
と
な
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
安
平
大
君
が
所
蔵
し
た
作
品
と
比
べ
て
も
、《
北
宋
の
瀟

湘
八
景
図
》
の
影
響
力
は
際
立
っ
て
お
り
、
量
的
に
み
て
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に

流
布
し
て
数
多
く
の
山
水
図
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
質
的
に
み
て
も
、《
北

宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
図
様
構
成
は
受
動
的
で
忠
実
な
模
写
か
ら
能
動
的
で
果
敢

な
改
変
ま
で
大
き
な
振
幅
の
な
か
で
継
承
さ
れ
、
す
で
に
十
五
世
紀
後
半
に
は
多

彩
に
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、
朝
鮮
時
代
前

期
の
絵
画
史
が
展
開
す
る
う
え
で
、
誠
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
理
解
で
き

る
。

二
　
画
題
の
歴
史
と
規
範
性
の
社
会
的
な
意
義

そ
れ
で
は
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
朝
鮮
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
義

を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
高
麗
・
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
画
題
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
位
置
付
け
を
検
討
し
、
規
範
性
を
も

つ
典
拠
の
中
国
絵
画
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
歴
史
は
古
く
、
こ
の
テ
ー
マ
に
初
め
て
接
し
た

と
想
定
さ
れ
る
画
家
は
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
に
北
宋
へ
の
使
節
に
随
行
し
た

李
寧
で
あ
る
。
開
封
に
お
け
る
李
寧
の
活
動
範
囲
の
近
く
に
は
、
彼
を
妙
手
と
絶

賛
し
た
徽
宗
が
所
蔵
す
る
宋
迪
の
「
八
景
図
」（『
宣
和
画
譜
』
巻
十
三
）
や
、
徽

宗
の
「
八
勝
横
看
図
」（
張
澂
『
画
録
広
遺
』）、
彼
が
絵
を
教
え
た
北
宋
の
宮
廷

画
家
・
王
可
訓
の
瀟
湘
八
景
図
（
鄧
椿
『
画
継
』
巻
六
）
な
ど
多
彩
な
八
景
図
が

あ
り
、
李
寧
が
そ
れ
ら
を
模
写
で
き
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
彼
の
開
封
往
訪

は
主
題
の
創
出
か
ら
わ
ず
か
半
世
紀
後
の
こ
と
だ
が
、
李
寧
が
徽
宗
朝
の
文
化
の

中
枢
に
接
触
し
た
経
験
が
、
高
麗
に
瀟
湘
八
景
図
が
伝
来
す
る
契
機
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

続
い
て
明
宗
十
五
年
（
一
一
八
五
）、
李
寧
の
子
・
李
光
弼
が
明
宗
の
命
を
う

け
て
瀟
湘
八
景
図
を
制
作
し
た
事
例
が
あ
る
（『
高
麗
史
』
巻
一
二
二
李
寧
伝
）。

彼
は
何
ら
か
の
祖
本
を
典
拠
に
本
図
を
描
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
李
寧
が
高
麗

に
将
来
し
た
北
宋
画
か
、
そ
れ
を
李
寧
が
参
照
し
て
描
い
た
作
品
と
み
て
よ
い
。

徽
宗
朝
に
高
麗
へ
中
国
の
瀟
湘
八
景
図
が
伝
来
し
、
そ
の
北
宋
画
自
体
や
、
そ
れ

を
よ
く
伝
え
る
高
麗
の
絵
画
が
重
視
さ
れ
、
図
様
構
成
や
表
現
様
式
の
規
範
と
さ

れ
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。

な
お
朝
鮮
時
代
前
期
の
詩
文
で
は
、
一
二
〇
〇
年
ご
ろ
に
宋
迪
の
瀟
湘
八
景
図

に
題
詩
し
た
李
仁
老
と
陳

の
詩
文
（『
東
文
選
』
巻
六
・
二
十
）
が
尊
重
さ
れ

て
お
り
、
両
者
が
匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
画
巻
に
、
同
じ
く
陳

詩
が
九
博
本
の
賛

文
（
金
玄
成
書
）
に
書
写
さ
れ
る
。
こ
こ
に
高
麗
時
代
の
瀟
湘
八
景
詩
を
先
例
と

し
て
意
識
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
、
朝
鮮
時
代
前
期
に
は
古
典
を
継
承
す
る
保
守
的

な
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

そ
の
た
め
同
時
期
の
絵
画
に
も
、
高
麗
時
代
に
祖
本
と
さ
れ
た
中
国
絵
画
を
受

け
継
ぐ
意
識
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
認
め
て
よ
い
な
ら
、
朝
鮮
時
代
前

期
・
十
五
世
紀
後
半
の
時
点
で
瀟
湘
八
景
図
の
典
拠
と
し
て
強
い
規
範
性
を
も
つ

こ
と
が
確
認
で
き
る
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、
高
麗
時
代
以
来
、
李
寧
や
李

光
弼
も
受
け
継
い
だ
北
宋
画
の
祖
本
の
も
っ
と
も
有
力
な
候
補
に
な
る
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
韓
国
美
術
史
の
な
か
で
じ
つ
に

重
要
な
位
置
付
け
を
も
つ
。
そ
の
受
容
は
多
様
な
改
変
と
広
範
な
流
布
を
特
徴
と

す
る
が
、
そ
の
規
範
性
の
社
会
的
な
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
典
拠
の
中
国

（
20
）

（
21
）
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山
水
画
に
対
す
る
朝
鮮
社
会
の
認
識
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
朝
鮮
絵
画
は
倣
郭
煕
秋
景
山

水
図
で
あ
る
（
原
色
図
版
３
・
図
14
）。
本
図
は
、
元
・
明
時
代
の
李
郭
派
山
水

図
と
比
較
し
て
も
、
郭
煕
の
早
春
図
（
図
15
）
と
構
成
や
表
現
に
共
通
す
る
要
素

が
非
常
に
多
く
、
郭
煕
の
真
筆
を
か
な
り
忠
実
に
写
し
た
作
品
と
み
ら
れ
る
。
高

麗
時
代
に
は
北
宋
・
神
宗
が
高
麗
使
節
に
下
賜
し
た
郭
煕
の
「
秋
景
」（
郭
思

『
林
泉
高
致
集
』「
画
記
」）
が
秘
閣
に
収
蔵
さ
れ
、
朝
鮮
時
代
に
は
安
平
大
君
が

所
蔵
し
た
郭
煕
の
「
秋
景
山
水
図
」（
申
叔
舟
「
画
記
」）
が
伝
来
す
る
が
、
こ
の

よ
う
な
絵
画
が
倣
郭
煕
秋
景
山
水
図
の
典
拠
（
以
下
《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
と

呼
ぶ
）
に
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
祖
本
の
歴
史
的
な
意
義
を
振
り
返
る
と
、
郭
煕
の
絵
画
思
想
を
伝
え
る

『
林
泉
高
致
集
』
に
よ
れ
ば
、
彼
の
山
水
画
に
お
い
て
中
央
に
聳
え
る
巨
大
な
主

峰
は
皇
帝
の
象
徴
で
、
風
雪
に
耐
え
て
伸
び
る
松
樹
は
官
僚
た
ち
の
姿
で
あ
っ
た
。

ま
た
彼
の
代
表
作
・
早
春
図
で
は
、
行
旅
の
図
様
が
皇
帝
の
秩
序
あ
る
統
治
と
人

民
の
平
穏
な
日
常
を
表
わ
し
、
皇
帝
の
徳
治
を
表
わ
し
た
。
つ
ま
り
郭
煕
画
は
い

わ
ば
皇
帝
と
国
家
の
肖
像
と
し
て
の
政
治
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
が
、
神
宗
は
そ

の
山
水
図
を
高
麗
の
使
節
に
国
交
の
証
と
し
て
下
賜
し
た
。
郭
煕
画
は
、
高
麗
で

は
北
宋
と
の
関
係
を
示
す
文
物
と
し
て
国
家
的
政
策
の
も
と
に
受
容
さ
れ
、
そ
の

認
識
は
基
本
的
に
朝
鮮
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
倣
郭
煕
秋
景
山
水
図
の

構
成
と
図
様
か
ら
み
て
、
早
春
図
に
よ
く
似
た
山
水
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
に
、
朝
鮮
社
会
が
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
意
義
を
与
え

た
状
況
は
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
て
《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
な
ど
の
よ
う
な
郭
煕
画
は
、
現
存
作
品
を
見
る

限
り
、
倣
郭
煕
秋
景
山
水
図
と
い
う
例
外
を
の
ぞ
い
て
朝
鮮
時
代
に
図
様
構
成
が

ほ
ぼ
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
造
形
が
中
国
の
皇
帝

と
国
家
を
象
徴
す
る
明
確
な
政
治
性
を
も
つ
た
め
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
王
家
以

外
の
人
物
が
《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
を
写
す
行
為
は
社
会
的
に
認
め
ら
れ
ず
、

こ
れ
を
再
生
産
で
き
る
主
体
と
契
機
は
限
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
典
拠
を
忠
実
に
継
承
す
る
倣
郭
煕
秋
景
山
水
図
の
制
作
に
は
切
実
な
理

由
が
あ
り
、
そ
の
前
提
に
は
特
定
の
図
様
構
成
が
も
つ
明
確
な
意
義
が
存
在
す
る
。

こ
の
《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
が
物
語
る
よ
う
な
中
国
文
化
に
対
す
る
認
識
が
朝

鮮
時
代
前
期
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
北
宋
山
水
画
の
意
義

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

図14　倣郭煕秋景山水図
（赤外線撮影）　「文清」印
九州国立博物館

図15　早春図　郭煕筆
台湾・国立故宮博物院
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を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
参
照
す
れ
ば
、
数
多
く
の
朝
鮮
絵
画
が
典
拠
と
す
る
《
北
宋
の
瀟
湘
八

景
図
》
に
も
、
何
ら
か
の
明
確
な
社
会
的
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
作
品
を

直
接
に
語
る
資
料
は
な
く
、
充
分
な
論
証
は
難
し
い
が
、
本
図
自
体
や
そ
の
画
題

の
韓
国
へ
の
伝
来
の
経
緯
か
ら
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
と
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》

に
は
北
宋
文
人
文
化
と
高
麗
・
朝
鮮
時
代
と
の
強
い
結
び
付
き
を
示
す
役
割
が

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

先
述
の
通
り
、
韓
国
に
瀟
湘
八
景
図
を
伝
え
た
と
み
ら
れ
る
李
寧
は
、
徽
宗
か

ら
妙
手
と
絶
賛
さ
れ
て
絵
画
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
徽
宗
の
周
辺
に
は
複
数

の
作
例
が
存
在
し
た
が
、
こ
の
当
時
の
瀟
湘
八
景
図
の
隆
盛
は
、
北
宋
時
代
の
文

人
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
詩
書
画
三
絶
の
理
想
の
高
ま
り
に
呼
応
す
る
も
の
で

あ
る
。
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
初
ま
で
の
中
国
で
は
、
蘇
軾
や
黄
庭
堅
な

ど
の
文
人
が
詩
書
画
一
致
の
思
想
を
推
し
進
め
、
書
画
の
才
能
を
発
揮
し
た
徽
宗

も
そ
れ
を
承
け
て
三
絶
の
理
念
を
主
導
し
た
。
と
く
に
絵
画
に
関
し
て
、
徽
宗
は

画
院
の
制
度
を
整
備
し
て
宮
廷
画
家
を
直
接
に
指
導
し
、
詩
的
な
情
景
の
描
出
を

重
視
す
る
規
範
を
作
り
上
げ
た
。
巨
視
的
に
み
て
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、

そ
の
よ
う
な
北
宋
の
詩
書
画
一
致
の
理
念
を
継
承
す
る
造
形
と
し
て
朝
鮮
時
代
前

期
に
尊
重
さ
れ
た
と
み
て
問
題
な
い
。

先
述
の
通
り
、
文
献
か
ら
確
認
で
き
る
韓
国
最
古
の
瀟
湘
八
景
図
は
李
寧
の

子
・
李
光
弼
の
作
例
で
あ
る
が
、
本
図
は
、
文
臣
の
瀟
湘
八
景
賦
を
も
と
に
絵
画

を
創
作
せ
よ
と
、
明
宗
が
寵
愛
す
る
画
家
に
命
じ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

詩
文
に
依
拠
し
て
絵
画
を
描
く
手
順
は
、
課
題
の
詩
句
に
相
応
し
い
情
景
を
描
い

た
画
家
を
評
価
し
た
徽
宗
の
事
績
（『
画
継
』
巻
一
「
聖
芸　

徽
宗
皇
帝
」）
を
思

わ
せ
る
が
、
そ
の
関
連
は
と
も
か
く
、
韓
国
に
お
い
て
も
瀟
湘
八
景
図
が
当
初
か

ら
詩
文
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
詩
と
画
の
関
係
は
、
高
麗
・
朝
鮮
時
代
に
文
人
の
交
友
の
場
で
育

ま
れ
、
と
く
に
十
五
世
紀
中
葉
に
は
多
く
の
文
芸
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

代
表
的
な
人
物
で
あ
る
安
平
大
君
が
企
画
し
た
夢
遊
桃
源
図
巻
は
、
世
宗
が
統
治

す
る
朝
鮮
文
化
の
黄
金
時
代
の
優
品
で
、
東
ア
ジ
ア
文
人
の
基
本
的
な
価
値
観
で

あ
る
詩
書
画
一
致
の
理
想
を
よ
く
体
現
し
て
い
る
。
そ
の
全
二
巻
の
構
成
内
容
を

み
る
と
、
十
五
世
紀
の
数
少
な
い
基
準
作
と
し
て
極
め
て
重
要
な
安
堅
の
絵
画
よ

り
も
、
安
平
大
君
の
ほ
か
に
二
十
名
を
超
え
る
文
人
・
僧
侶
が
参
加
し
た
題
跋
の

筆
跡
の
方
が
お
よ
そ
十
五
倍
以
上
も
の
長
さ
を
も
ち
、
作
品
全
体
に
占
め
る
割
合

が
は
る
か
に
高
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
文
人
が
主
導
し
た
文
芸
活

動
は
、
安
平
大
君
を
中
心
と
し
て
集
賢
殿
な
ど
に
集
っ
た
申
叔
舟
や
成
三
問
な
ど

の
官
僚
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
論
じ
る
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景

図
》
は
、
こ
の
よ
う
な
文
人
た
ち
が
交
友
し
て
数
多
く
の
詩
書
画
が
創
作
さ
れ
た

文
雅
の
場
で
、
伝
来
の
経
緯
を
尊
重
さ
れ
て
規
範
性
を
与
え
ら
れ
、
新
た
な
朝
鮮

山
水
画
を
生
み
出
す
典
拠
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
図
様
構
成
が
広
範
に

流
布
し
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
背
景
を
推
測
す
る
と
き
、
同
図
が
、
君
主
と
国
家

を
象
徴
す
る
《
郭
煕
の
秋
景
山
水
図
》
よ
り
も
社
会
的
に
開
か
れ
た
性
質
を
も
つ

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
多
様
な
改
変
に

注
目
す
る
な
ら
、
絵
画
を
所
有
す
る
人
物
の
も
と
か
ら
図
様
構
成
が
徐
々
に
流
布

し
、
た
び
重
な
る
詩
画
巻
の
制
作
を
通
じ
て
能
動
的
な
再
構
成
が
自
由
に
進
め
ら

れ
、
規
範
性
が
ゆ
る
や
か
に
維
持
さ
れ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。《
北
宋
の
瀟
湘

八
景
図
》
の
図
様
構
成
は
、
政
治
性
の
強
い
郭
煕
画
と
は
異
な
り
、
数
多
く
の
文

人
や
画
家
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
広
範
に
流
布
し
て
多
様
に
改
変
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、
朝
鮮
の
王
族
や
官
僚
た
ち
が
集
う
雅
会
で
、

詩
書
画
一
致
の
理
念
を
体
現
す
る
北
宋
文
人
文
化
に
結
び
付
い
た
典
拠
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
そ
の
図
様
構
成
は
安
堅
や
裵
連
、
安
貴
生
な
ど
の
山
水
画
を
得
意
と
し

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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た
図
画
院
（
署
）
の
画
員
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
経
緯
が
、
九
博
本
や
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
に
み
ら
れ
る
典
拠
の
省
略
や
置
換
、
合
成

と
混
交
の
背
景
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

中
国
皇
帝
を
想
起
さ
せ
る
国
家
レ
ベ
ル
の
政
治
性
を
も
っ
た
《
郭
煕
の
秋
景
山

水
図
》
と
は
意
義
や
流
布
の
状
況
が
対
照
的
で
あ
る
も
の
の
、
朝
鮮
時
代
前
期
に

強
い
規
範
性
を
有
し
、
多
様
に
改
変
さ
れ
広
範
に
流
布
し
た
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景

図
》
の
図
様
構
成
は
、
憧
憬
の
北
宋
文
人
に
結
び
付
く
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
朝
鮮
社

会
に
お
け
る
中
国
文
化
の
理
解
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
説
明
で
き
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
考
察
し
た
よ
う
に
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
韓
国
の
山
水
画
に

と
っ
て
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
失
わ
れ
た
中
国
絵
画
は
、
お

そ
ら
く
高
麗
時
代
に
韓
国
へ
伝
来
し
、
朝
鮮
時
代
前
期
の
十
五
世
紀
後
半
ま
で
に

は
広
範
に
流
布
し
、
多
様
に
改
変
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
重
要
性
は
、
ひ
と
り
朝
鮮

絵
画
史
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
日
、
北
宋
時
代
の
確
実
な
瀟
湘
八
景
図
は
現
存
し
な
い
が
、
小
論
で

取
り
上
げ
た
宋
迪
ま
た
は
郭
煕
を
作
者
に
想
定
す
る
《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
は
、

こ
の
主
題
が
誕
生
し
て
間
も
な
い
時
期
の
作
品
を
復
元
的
に
考
察
す
る
た
め
の
絵

画
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

さ
ら
に
本
図
の
存
在
は
、
日
本
美
術
と
の
関
係
か
ら
も
、
い
く
つ
か
の
問
題
を

提
起
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
当
時
の
日
韓
に
は
少
な
い
な
が
ら
も
絵
画
を
仲
立
ち

と
し
た
交
流
が
あ
り
、
た
と
え
ば
十
五
世
紀
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
画
家
に
は
足
利
将

軍
家
の
御
用
絵
師
・
周
文
と
京
都
・
東
福
寺
の
画
僧
・
霊
彩
が
い
る
。
周
文
は
世

宗
五
年
（
一
四
二
三
）
に
日
本
国
王
使
に
同
行
し
て
朝
鮮
に
渡
航
し
、
翌
年
に
山

水
図
を
描
い
て
お
り
、
霊
彩
は
世
祖
九
年
（
一
四
六
三
）
に
対
馬
宗
家
の
偽
使
の

一
員
と
し
て
海
を
渡
り
、
世
祖
に
観
音
図
を
献
上
す
る
。
と
も
に
漢
城
で
絵
画
を

制
作
し
た
彼
ら
は
、
遅
く
と
も
十
五
世
紀
後
半
に
は
流
布
し
た
《
北
宋
の
瀟
湘
八

景
図
》
を
知
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
本
図
に
近
似
す
る
室
町

山
水
画
が
出
現
し
た
場
合
、
彼
ら
の
学
習
や
作
品
伝
来
の
経
緯
な
ど
何
ら
か
の
契

機
を
想
定
す
る
必
要
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
不
確
か
な
状
況
を
あ
え
て
想
定
す

る
理
由
は
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
を
継
承
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
朝

鮮
の
瀟
湘
八
景
図
か
ら
影
響
を
う
け
た
室
町
水
墨
画
が
実
際
に
存
在
す
る
た
め
で

あ
る
。

そ
れ
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
に
山
口
で
活
躍
し
た
雲
渓
永
怡
の
山

水
図
（
図
16
）
で
あ
る
。
山
本
英
男
氏
は
、
短
線
点
皴
の
描
法
や
二
本
松
と
土
坡

の
モ
チ
ー
フ
に
注
目
さ
れ
、
本
図
は
「
制
作
ほ
ど
な
く
わ
が
国
に
移
入
さ
れ
た
そ

の
種
の
（
筆
者
注
：
十
六
世
紀
前
半
ご
ろ
の
）
李
朝
山
水
図
を
直
模
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
直
模
で
な
く
と
も
、
か
な
り
つ
よ
い
影
響
を
う
け
て
描
か
れ
た
作
品
」

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
私
見
で
は
、
本
図
の
樹
木
や
橋
、
城
門
の
あ
る

城
壁
の
描
法
や
、
そ
れ
ら
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
、
余
白
を
活
か
し
た
淡
墨
を

基
調
と
す
る
穏
や
か
な
描
写
に
部
分
的
に
濃
墨
を
効
か
せ
る
水
墨
表
現
が
、《
探

幽
縮
図
原
本
》
の
山
市
晴
嵐
図
（
図
13
）
に
よ
く
類
似
す
る
。
つ
ま
り
本
図
の
図

（
30
）

（
31
）

（
32
）

図16　山水図　雲渓永怡筆
大阪・正木美術館
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様
は
、
安
堅
な
ど
の
朝
鮮
山
水
画
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
城
壁
の
あ
る
山

市
晴
嵐
に
類
似
し
、
朝
鮮
時
代
前
期
の
別
系
統
の
瀟
湘
八
景
図
の
規
範
性
を
踏
襲

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

雲
渓
永
怡
が
祖
本
と
し
た
朝
鮮
絵
画
は
《
探
幽
縮
図
原
本
》
と
表
現
様
式
が
近

い
と
思
わ
れ
、
お
そ
ら
く
年
代
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
ま
で
ご
ろ
と
み

ら
れ
る
。
雲
渓
は
雪
舟
に
学
ん
だ
画
家
で
、
大
内
氏
が
保
護
し
た
寺
院
で
の
活
動

が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
内
氏
は
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
の
滅
亡
ま
で
頻

繁
に
朝
鮮
王
朝
と
の
通
交
を
継
続
し
た
。
そ
の
た
め
本
図
の
存
在
は
、
天
文
八
年

に
尊
海
が
将
来
し
た
厳
島
・
大
願
寺
本
に
加
え
て
、
よ
り
年
代
の
古
い
一
五
〇
〇

年
前
後
に
制
作
さ
れ
た
雲
渓
画
の
祖
本
も
わ
ず
か
な
タ
イ
ム
ラ
グ
で
大
内
氏
の
周

辺
に
伝
来
し
て
い
た
歴
史
を
物
語
る
。
そ
し
て
そ
の
祖
本
の
朝
鮮
山
水
画
は
、
雲

渓
が
瀟
湘
八
景
図
の
制
作
に
あ
た
り
典
拠
に
選
択
す
る
ほ
ど
、
そ
の
意
義
が
尊
重

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
状
況
を
想
定
さ
せ
る
日
本
絵
画
に
は
、
や
は
り
雪
舟
の
弟
子
・
如
水
宗

淵
の
伝
承
を
も
つ
残
雪
山
水
図
（
図
17
）
が
あ
る
。
本
図
は
朝
鮮
時
代
前
期
の
山

水
画
と
共
通
点
が
多
い
た
め
、
朝
鮮
絵
画
を
室
町
時
代
・
十
六
世
紀
に
写
し
た
作

品
と
み
な
さ
れ
、
私
見
で
も
松
樹
の
描
写
な
ど
か
ら
日
本
絵
画
と
判
断
で
き
る
。

本
図
は
、
朝
鮮
時
代
・
十
六
世
紀
前
半
の
雪
景
山
水
図
（
図
18
）
や
江
天
暮
雪
図

（
図
19
）
と
表
現
の
共
通
点
が
多
い
。
ま
た
各
景
の
図
様
を
み
る
と
、
近
景
の
橋

を
渡
る
人
物
・
樹
木
を
頂
く
土
坡
・
建
物
、
中
景
の
樹
木
と
岩
塊
の
左
右
に
配
置

さ
れ
る
東
屋
と
建
物
、
遠
景
の
小
さ
な
角
張
っ
た
岩
の
あ
る
主
山
と
平
面
的
な
遠

山
な
ど
、
三
つ
の
作
品
で
は
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
が
類
似
す
る
。
そ
の
一
図

の
画
題
が
江
天
暮
雪
で
あ
る
た
め
、
残
雪
山
水
図
の
祖
本
は
瀟
湘
八
景
図
と
み
て

よ
い
。
本
図
の
制
作
（
模
写
？
）
年
代
、
す
な
わ
ち
祖
本
の
日
本
伝
来
の
下
限
を

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
も
し
そ
れ
が
十
六
世
紀
に
遡
る
な
ら
、
近
世
以
前

に
ほ
ぼ
同
時
代
の
朝
鮮
の
瀟
湘
八
景
図
が
も
う
一
図
、
将
来
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
33
）

（
34
）

図19　江天暮雪図
（瀟湘八景図のうち）
韓国・国立中央博物館

図18　雪景山水図
米国・クリーヴランド美術館

図17　残雪山水図
伝如水宗淵筆
東京・大倉集古館
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こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
室
町
水
墨
画
は
、
韓
国
と
日
本
の
交
流
史
に
も
新

た
な
問
題
を
提
起
す
る
。
今
日
の
研
究
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
を
視
野
に

入
れ
て
東
洋
美
術
史
を
総
合
的
に
構
築
す
る
必
要
性
が
重
視
さ
れ
る
。
本
文
の
よ

う
な
韓
国
絵
画
史
の
議
論
に
加
え
、
結
語
に
示
し
た
各
地
域
の
通
交
に
注
目
す
る

考
察
も
積
み
重
ね
、
文
化
交
流
の
実
情
に
即
し
た
研
究
を
進
展
さ
せ
た
い
と
思
う
。

註（
1
）　

朝
鮮
時
代
前
期
の
山
水
画
の
様
式
展
開
に
言
及
す
る
研
究
に
、
次
の
論
考
が
あ
る
。

安
輝
濬
「
16
世
紀
朝
鮮
王
朝
의
絵
画
와
短
線
点
皴
」『
震
檀
学
報
』
四
六
・
四
七
、
一
九

七
九
연
、
安
輝
濬
（
藤
本
幸
夫
・
吉
田
宏
志
訳
）『
韓
国
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
七
年
、
板
倉
聖
哲
「
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
展
開
」『
青
丘
学
術
論
集
』

十
四
、
一
九
九
九
年
。
安
氏
は
短
線
点
皴
と
三
段
構
図
が
発
展
す
る
一
五
三
〇
年
代
を

様
式
展
開
の
画
期
と
し
、
板
倉
氏
は
一
五
〇
〇
年
前
後
ま
で
は
北
宋
・
金
代
絵
画
と
類

縁
性
が
あ
る
古
風
な
様
式
が
主
流
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
2
）　

研
究
発
表
「
安
平
大
君
と
安
堅
の
瀟
湘
八
景
図
を
め
ぐ
っ
て
―
朝
鮮
山
水
画
の
規
範

性
と
多
様
性
に
関
す
る
試
論
―
」（
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
課
題
番
号
：19H

00521

、

研
究
代
表
者
：
井
手
誠
之
輔
）「
唐
絵
の
中
の
朝
鮮
絵
画
―
半
島
由
来
絵
画
の
越
境
移
動

と
受
容
史
に
か
ん
す
る
包
括
的
研
究
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
美
術
史
学
会
西
支
部
大

会
『
半
島
由
来
文
物
を
考
え
る
―
高
麗
・
朝
鮮
前
期
絵
画
と
東
ア
ジ
ア
―
』、
会
場
：
福

岡
市
美
術
館
、
二
〇
二
三
年
十
月
九
日
）。
そ
の
報
告
書
は
近
日
、
公
刊
の
予
定
で
あ
る
。

（
3
）　

高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
瀟
湘
八
景
図
に
関
す
る
先
行
研
究
の
概
要
は
、
次
の
近
年
の
論

考
を
参
照
。
板
倉
聖
哲
「
作
為
東
亞
圖
像
的
瀟
湘
八
景
圖
―
十
五
世
紀
朝
鮮
前
期
文
人

所
見
到
的
東
亞
瀟
湘
八
景
圖
」
石
守
謙
・
廖
肇
亨
主
編
『
東
亞
文
化
意
象
之
形
塑
』
允

晨
文
化
、
二
〇
一
一
年
、
石
守
謙
「
勝
景
的
化
身
―
瀟
湘
八
景
山
水
畫
與
東
亞
的
風
景

觀
看
」『
移
動
的
桃
花
源
―
東
亞
世
界
中
的
山
水
畫
』
允
晨
文
化
、
二
〇
一
二
年
、Park 

H
ae H

oon, East A
sian Painting and the Eight V

iew
s of the X

iao and X
iang 

Rivers, "Landscapes: Seeking the Ideal Land," N
ational M

useum
 of K

orea, 

2016. 

板
倉
聖
哲
「
朝
鮮
王
朝
前
期
の
山
水
画
―
古
典
と
し
て
の
「
北
宋
」
と
「
元
」」

『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
―
山
水
・
人
物
・
花
鳥
―
』
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
二
三
年

（
4
）　

박
해
훈
「「
匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
巻
」
과 

일
본 

幽
玄
斎 

소
장 〈
瀟
湘
八
景
圖
〉
의 

연

관
에 

대
하
여
」『
동
원
학
술
논
문
집
』
十
、
二
〇
〇
九
연
（
朴
海
勲
「
「
匪
懈
堂
瀟
湘
八

景
詩
巻
」
と
日
本
・
幽
玄
斎
所
蔵
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
と
の
関
連
に
つ
い
て
」『
東
垣
学
術

論
文
集
』
十
、
二
〇
〇
九
年
）

（
5
）　

板
倉
聖
哲
「
朝
鮮
王
朝
前
期
の
瀟
湘
八
景
図
―
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
」『
朝
鮮
王
朝

の
絵
画
と
日
本
―
宗
達
、
大
雅
、
若
冲
も
学
ん
だ
隣
国
の
美
―
』
栃
木
県
立
美
術
館
他
、

二
〇
〇
八
年
、
呉
永
三
「
京
都
・
幽
玄
斎
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
」
の
図
様
と
祖
本
」

『M
U

SEU
M

』
六
六
五
、
二
〇
一
六
年
。
板
倉
氏
は
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
成
立
の
前
提
に

安
平
大
君
所
蔵
の
郭
煕
画
を
想
定
さ
れ
、
呉
氏
は
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
祖
本
を
高
麗
時
代

ま
で
に
成
立
し
て
い
た
作
品
（
お
そ
ら
く
北
宋
絵
画
）
と
推
測
す
る
。

（
6
）　

板
倉
氏
前
掲
「
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
展
開
」、「
8
山
水
図　

伝
梁
彭

孫
筆
」「
9
山
水
図　

伝
祥
啓
筆
」『
李
朝
の
絵
画　

隣
国
の
明
澄
な
美
の
世
界
』
大
和

文
華
館
、
一
九
九
六
年
、「
10
江
山
颿
影
図　

伝
蕭
照
筆
」「
11
山
水
図　

伝
陳
嘉
言
筆
」

前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』、
板
倉
聖
哲
「
探
幽
縮
図
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
絵
画

史
─
瀟
湘
八
景
を
例
に
」『
講
座
日
本
美
術
史
』
三
『
図
像
の
意
味
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年

（
7
）　
「
5
洞
庭
秋
月
・
瀟
湘
夜
雨
図　

伝
如
雪
筆
」・「
２
９
１
探
幽
縮
図　

狩
野
探
幽
筆
」

前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』、
板
倉
聖
哲
「
朝
鮮
王
朝
前
期
（
伝
如
雪
筆
）
山
市

晴
嵐
・
江
天
暮
雪
図
」『
国
華
』
一
四
六
〇
、
二
〇
一
七
年
。《
探
幽
縮
図
原
本
》
の
年

代
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
と
想
定
さ
れ
る
。

（
8
）　

九
博
本
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
年
代
に
言
及
す
る
も
の
に
は
次
の
論
考
が
あ
る
。

戸
田
禎
佑
「
瀟
湘
八
景
図
押
絵
帖
屏
風
」『
国
華
』
一
二
〇
四
、
一
九
九
六
年
、
板
倉
氏

前
掲
「
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
展
開
」、
金
智
惠
「
日
本
文
化
庁
所
蔵
金
玄
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成
賛
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
考
察
」『
미
술
사
학
』
14
、
한
국
미
술
사
교
육
학
회
、
二
〇
〇
〇

연
、
呉
永
三
「
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
朝
鮮
前
期
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
屏
風
に
見
る
順
序

の
問
題
」『
朝
鮮
学
報
』
二
二
八
、
二
〇
一
三
年
。
金
氏
の
み
題
賛
と
同
時
期
の
十
六
世

紀
中
葉
の
制
作
と
考
え
る
が
、
お
お
む
ね
年
代
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

そ
の
基
底
材
は
絵
が
画
絹
で
、
賛
は
植
物
繊
維
（
苧
麻
？
）
で
あ
る
（
桑
原
有
寿
子
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
）。
筆
者
の
観
察
で
は
、
韓
国
・
国
立
中
央
博
物
館
の
伝
安
堅
筆
四
時

八
景
図
冊
や
山
水
図
（
건
희3573

）
は
布
に
撚
り
つ
な
ぎ
が
あ
り
、
基
底
材
は
植
物
繊

維
と
判
断
で
き
る
。
朝
鮮
絵
画
の
基
底
材
の
問
題
に
つ
い
て
、
菊
竹
淳
一
氏
は
、
文
定

王
后
の
信
仰
に
よ
り
仏
教
が
再
興
し
た
十
六
世
紀
中
葉
に
民
衆
の
発
願
で
麻
布
の
仏
画

が
数
多
く
制
作
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
同
氏
「
朝
鮮
王
朝
仏
教
美
術
論
―
伝
統
の
継
承

と
新
様
式
の
創
成
」『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
』
十
一
『
朝
鮮
王
朝
』
小
学
館
、
一
九

九
九
年
。
一
方
、
朝
鮮
山
水
画
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
す
で
に
十
六
世
紀
前
半
に
宮
廷

周
辺
で
植
物
繊
維
が
基
底
材
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
歴
史
的
な
意
義
は
、

調
査
成
果
の
蓄
積
を
待
ち
後
考
し
た
い
。

（
9
）　Richard Barnhart, ‘Shining Rivers: Eight V

iew
s of the H

siao and H
siang 

in Sung Painting,’ 

『
中
華
民
国
建
国
八
十
年
中
国
芸
術
文
物
討
論
会
論
文
集
／
書
画

（
上
）』
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
二
年

（
10
）　

呉
氏
前
掲
「
京
都
・
幽
玄
斎
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
」
の
図
様
と
祖
本
」

（
11
）　

板
倉
氏
前
掲
「
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
展
開
」

（
12
）　

板
倉
氏
前
掲
「
朝
鮮
王
朝
前
期
（
伝
如
雪
筆
）
山
市
晴
嵐
・
江
天
暮
雪
図
」
挿
図
2

参
照
。

（
13
）　

図
画
署
画
員
ら
の
伝
承
を
も
つ
雲
山
図
冊
（
大
和
文
華
館
）
は
、
次
の
解
説
で
十
六

世
紀
の
模
本
と
み
な
さ
れ
た
。
板
倉
聖
哲
「
13
雲
山
図　

崔
叔
昌
・
李
長
孫
・
徐
文
宝

（
款
）」
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』。
同
図
は
近
景
の
岩
塊
よ
り
も
遠
景
の
山
岳

を
大
き
く
描
く
が
、
両
者
の
墨
色
に
差
は
な
く
、
米
法
山
水
の
伝
統
的
表
現
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
、
模
本
説
を
補
強
す
る
傍
証
と
な
る
。

（
14
）　

山
市
晴
嵐
図
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
）
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
年
代
に
言
及
す
る
も
の

に
は
次
の
論
考
が
あ
る
。M

ichael R. Cunningham
, ‘27. M

ountain M
arket, Clear 

w
ith Rising M

ist,’ “Ink Paintings and A
sh-Glazed Ceram

ics: M
edieval Cal -

ligraphy, Painting and Ceram
ic A

rt from
 Japan and K

orea,” the Cleveland 

M
useum

 of A
rt, 2000., Sooa Im

 M
ccorm

ick, ‘Cross-Cultural D
ialogues and 

M
isattributions in Early Joseon Period Landscape Paintings,’ "A

rts of 

A
sia," 48-3, 2018., Chin-Sung Chang, ‘T

he Significance of 16th-Century K
o -

rean Landscape Paintings in the Cleveland M
useum

 of A
rt,’ "T

he K
orean 

Collection of the Cleveland M
useum

 of A
rt,” O

verseas K
orean Cultural 

H
eritage Series, 16, O

verseas K
orean Cultural H

eritage Foundation, 2021. 

張
辰
城
氏
は
年
代
を
十
六
世
紀
前
半
と
、
任
秀
娥
氏
は
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
と
表
現
様
式
が
非
常
に
よ
く
類
似
す
る
山
水
図

に
幽
玄
斎
旧
蔵
の
二
幅
本
が
あ
り
、
筆
者
は
両
作
品
の
作
者
が
同
一
で
あ
る
可
能
性
を

想
定
し
て
い
る
。「
14
山
水
図
双
幅
」『
幽
玄
斎
選
韓
国
古
書
画
図
録
』
一
九
九
六
年
参
照
。

（
15
）　

Ｃ
Ｍ
Ａ
本
が
図
様
の
典
拠
と
す
る
幽
玄
斎
旧
蔵
本
の
漁
村
夕
照
は
夕
日
を
描
く
も
の

の
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
自
体
に
は
天
象
は
な
い
。
し
か
し
朝
鮮
絵
画
に
は
漁
村
夕
照
と
洞
庭
秋

月
で
日
月
を
省
略
す
る
伝
安
堅
筆
瀟
湘
八
景
図
（
韓
国
・
国
立
中
央
博
物
館
）
な
ど
の

作
例
も
あ
る
た
め
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
が
漁
村
夕
照
を
も
表
わ
し
、
山
市
晴
嵐
と
二
景
を
一
図

に
組
み
合
わ
せ
た
と
み
な
せ
る
余
地
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
は
四
幅
一
組
の

瀟
湘
八
景
図
の
一
図
と
な
る
が
、
そ
の
是
非
は
後
考
に
待
ち
た
い
。

（
16
）　

高
蓮
姫
氏
は
伝
歴
未
詳
の
「
李
弼
」
を
元
時
代
の
画
家
・
李
容
瑾
の
字
を
用
い
た
落

款
「
李
公
琰
」
の
誤
読
と
考
え
ら
れ
る
。
고
연
희
「
회
화
사
의 

관
점
에
서 

보
는 

신
숙

주
의 
시
문—

 

「
화
기
」
와 

題
畫
詩
文
를 

중
심
으
로 —

」『
온
지
논
총
』
五
四
、
二
〇
一

八
연
（
高
蓮
姫
「
絵
画
史
の
観
点
か
ら
み
る
申
叔
舟
の
詩
文
―
「
画
記
」
と
題
画
詩
文

を
中
心
に
―
」『
温
知
論
叢
』
五
四
、
二
〇
一
八
年
）

14



（
17
）　

衣
若
芬
「
朝
鮮
安
平
大
君
李
瑢
及“

匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
巻”

析
論
」『
域
外
漢
籍
研

究
論
刊
』
一
、
二
〇
〇
五
年
、
朴
氏
前
掲
「
「
匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
巻
」
と
日
本
・
幽
玄

斎
所
蔵
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
と
の
関
連
に
つ
い
て
」、
박
해
훈
「
조
선 

초
기 

소
상
팔
경
도

에 
대
한 
고
찰
」『
온
지
논
총
』
三
四
、
二
〇
一
三
연
（
朴
海
勲
「
朝
鮮
初
期
の
瀟
湘
八

景
図
に
関
す
る
考
察
」『
温
知
論
叢
』
三
四
、
二
〇
一
三
年
）

（
18
）　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
（
近
刊
予
定
）
の
拙
稿
参
照

（
19
）　Chang, ‘T

he Significance of 16th-Century K
orean Landscape Paintings in 

the Cleveland M
useum

 of A
rt,’ op. cit., p. 298.

（
20
）　

な
お
中
国
絵
画
に
は
王
紱
筆
と
さ
れ
る
北
京
八
景
図
巻
（
中
国
国
家
博
物
館
）
の
よ

う
に
城
壁
と
城
門
を
描
く
作
品
も
あ
る
た
め
、
こ
の
図
様
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
21
）　

衣
若
芬
氏
は
次
の
論
考
で
、
李
仁
老
と
陳

が
金
国
を
訪
問
中
に
宋
迪
画
に
題
詩
し

た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
、
宋
迪
画
の
高
麗
へ
の
伝
来
に
否
定
的
な
立
場
を
と
ら
れ
る
。

同
氏
「
高
麗
文
人
李
仁
老
・
陳

与
中
国
「
瀟
湘
八
景
」
詩
画
之
東
伝
」『
中
国
学
術
』

一
六
、
二
〇
〇
四
年

（
22
）　
「
21
元
人
如
拙
山
水
」『
菊
地
家
及
某
家
御
蔵
品
売
立
』
一
九
一
七
年
、A

nonyu-

m
ous (Early M

ing D
ynasty), Spring Landscape, "17 M

ar 2015, Live A
uction 

3718, Fine Chinese Paintings, Christie's." 

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.

christies.com
/en/lot/lot-5876019

、
二
〇
二
五
年
一
月
二
日
閲
覧
）、
植
松
瑞
希

「
1
山
水
図
「
文
清
」
印
」「
朝
鮮
山
水
画
鑑
賞
の
ご
案
内
」『
朝
鮮
の
絵
画
と
工
芸
』
大

和
文
華
館
、
二
〇
一
六
年
、
板
倉
聖
哲
「
朝
鮮
王
朝
前
期
・「
文
清
」
印　

山
水
図
」『
国

華
』
一
四
五
六
、
二
〇
一
七
年
、
板
倉
聖
哲
「
十
五
世
紀
東
ア
ジ
ア
絵
画
に
お
け
る
「
古

典
」
意
識
」『
美
術
史
論
叢
』
三
四
、
二
〇
一
八
年
、
竹
浪
遠
「
散
発
了
千
年
的
春
天
気

韻　

郭
煕
《
早
春
図
》」『
物
見
』
遠
足
文
化
、
二
〇
二
二
年
、
塚
本
麿
充
「
世
界
の
な

か
の
「
唐
物
」
現
象
―
「
唐
物
」
価
値
の
源
泉
を
求
め
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
七
五

『「
唐
物
」
と
は
何
か　

舶
載
品
を
め
ぐ
る
文
化
形
成
と
交
流
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
、

板
倉
聖
哲
「
1
倣
郭
煕
秋
景
山
水
図
「
文
清
」
印
」「
朝
鮮
王
朝
前
期
の
山
水
画
―
古
典

と
し
て
の
「
北
宋
」
と
「
元
」」
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
』

（
23
）　

宮
崎
法
子
『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く　

中
国
絵
画
の
意
味
』
角
川
書
店
、
二
〇

〇
三
年

（
24
）　

塚
本
麿
充
「
高
麗
・
朝
鮮
時
代
初
期
の
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二

〇
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
―
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
塚
本

麿
充
『
北
宋
絵
画
史
の
成
立
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
塚
本
氏
前
掲
「
世

界
の
な
か
の
「
唐
物
」
現
象
」

（
25
）　

そ
の
例
外
と
し
て
、
金
紅
男
氏
は
洞
庭
秋
月
図
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
の
構

図
が
、
元
時
代
の
楊
維
禎
題
春
山
図
（
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
）
と
と
も
に
、
郭
煕

筆
早
春
図
の
一
部
分
に
近
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。K

im
 H

ongnam
, A

n K
yon and 

the Eight V
iew

s T
radition: A

n A
ssessm

ent of T
w

o Landscapes in the 

M
etropolitan M

useum
 of A

rt, "A
rts of K

orea: the M
etropolitan M

useum
 of 

A
rt," M

etropolitan M
useum

, 1998, p. 379. 

た
だ
し
部
分
的
な
図
様
を
写
す
の
み
で
、

皇
帝
を
象
徴
す
る
主
峰
な
ど
の
図
像
構
成
と
政
治
性
を
継
承
す
る
意
識
を
指
摘
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

（
26
）　

石
氏
前
掲
「
勝
景
的
化
身
」
一
三
七
頁
、
陳
韻
如
「
「
徽
宗
山
水
」
在
東
亞
」
廖
肇
亨

主
編
『《
共
相
與
殊
相
》 ：
東
亞
文
化
意
象
的
轉
接
與
異
變
』
中
央
研
究
院
、二
〇
一
八
年
、

二
八
六
頁
。
徽
宗
朝
の
作
画
理
念
に
言
及
す
る
次
の
近
年
の
論
考
も
参
照
。
板
倉
聖
哲

「「
五
馬
図
」
の
あ
る
北
宋
絵
画
史
」『
北
宋
書
画
精
華
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
二
三
年

（
27
）　

衣
氏
前
掲
「
朝
鮮
安
平
大
君
李
瑢
及“

匪
懈
堂
瀟
湘
八
景
詩
巻”

析
論
」、
劉
永
奉
「「
匪

懈
堂
四
十
八
詠
」
의 

성
립
배
경
과 

체
제
―
「
瀟
湘
八
景
圖
詩
卷
」
과
「
夢
遊
桃
源
圖
」

의
제
작
과
」『
漢
文
学
報
』
十
五
、
二
〇
〇
六
年

（
28
）　

文
人
の
交
友
の
場
で
制
作
さ
れ
た
朝
鮮
絵
画
で
、《
北
宋
の
瀟
湘
八
景
図
》
の
よ
う
に

特
定
の
図
様
が
広
範
に
流
布
す
る
事
例
に
契
会
図
が
あ
る
。
そ
の
現
存
作
品
に
多
く
み

ら
れ
る
蟹
爪
樹
の
下
に
人
々
が
集
う
図
様
は
、
朱
徳
潤
な
ど
元
時
代
の
李
郭
派
の
モ
チ
ー

15

朝鮮時代前期における瀟湘八景図の展開



フ
が
典
拠
で
あ
る
。
西
上
実
「
朱
徳
潤
と
瀋
王
」『
美
術
史
』
一
〇
四
、
一
九
八
七
年
、

一
三
九
頁
。
そ
の
前
提
に
は
元
と
高
麗
の
文
人
の
親
密
な
交
友
が
存
在
し
、
た
と
え
ば

朱
徳
潤
は
高
麗
・
忠
宣
王
が
北
京
に
建
て
た
万
巻
堂
で
李
斉
賢
な
ど
の
文
臣
と
交
流
し
、

高
麗
に
半
年
ほ
ど
滞
在
し
た
経
験
も
あ
る
。
そ
の
図
様
の
継
承
に
は
、
朱
徳
潤
の
絵
画

に
象
徴
さ
れ
る
元
時
代
の
文
人
文
化
を
受
け
継
ぐ
意
識
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
29
）　

参
考
ま
で
に
、
日
本
に
お
け
る
事
例
で
は
あ
る
が
、
室
町
時
代
・
十
五
世
紀
後
半
に

は
禅
僧
に
障
子
絵
の
色
紙
形
の
賛
詩
を
依
頼
す
る
際
に
、
事
前
に
障
壁
画
の
図
柄
が
分

か
る
画
幅
を
手
渡
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
絵
画
制
作
を
担
当
す
る
画
家
た
ち
の
間

で
も
、
模
本
ま
た
は
縮
図
、
粉
本
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
規
範
性
の
あ
る
典
拠
の
図

様
構
成
が
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
。
拙
稿
「
夏
珪
の
瀟
湘
八
景
図
と
室
町
水
墨
画
―
東

山
御
物
の
規
範
性
に
関
す
る
試
論
―
」『
国
華
』
一
五
〇
五
、
二
〇
二
一
年
（『
室
町
水

墨
画
論
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
に
再
掲
）

（
30
）　

北
宋
山
水
画
に
み
ら
れ
る
瀟
湘
八
景
図
と
共
通
す
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考

を
参
照
。Barnhart, ‘Shining Rivers,’ op. cit.

（
31
）　

前
掲
拙
稿
「
安
平
大
君
と
安
堅
の
瀟
湘
八
景
図
を
め
ぐ
っ
て
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
半
島
由
来
文
物
を
考
え
る
』
報
告
書
（
近
刊
予
定
）

（
32
）　

山
本
英
男
「
雪
舟
画
系
の
作
品
に
み
る
李
朝
絵
画
の
影
響
―
雲
溪
・
元
賀
の
場
合
」

『
室
町
時
代
の
雪
舟
流
』
山
口
県
立
美
術
館
、
一
九
九
三
年
。
さ
ら
に
高
橋
範
子
「
61
山

水
図　

雲
渓
永
怡
筆
」『
墨
の
彩　

大
阪
・
正
木
美
術
館
三
十
年
』
根
津
美
術
館
、
一
九

九
八
年
、
橋
本
慎
司
「
２
８
６
山
水
図　

雲
渓
永
怡
筆
」
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と

日
本
』
も
参
照
。

（
33
）　

須
田
牧
子
『
中
世
日
朝
関
係
と
大
内
氏
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
（
と
く

に
「
第
一
章　

大
内
氏
の
対
朝
関
係
の
変
遷
」）

（
34
）　

橋
本
慎
司
「
２
８
７
残
雪
山
水
図　

伝
如
水
宗
淵
筆
」
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と

日
本
』

付
記

　

小
論
はJSPS

科
研
費19H

00521

の
助
成
を
受
け
た
成
果
で
あ
り
、
そ
の
前
半
は
、
韓
国
・

国
立
中
央
博
物
館
主
催
の
国
際
学
術
コ
ロ
キ
ウ
ム
「
15
―
16
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
の
美
術
と
朝

鮮
前
期
の
美
術
」
の
研
究
発
表
「
朝
鮮
時
代
前
期
に
お
け
る
山
水
画
の
展
開
―
瀟
湘
八
景
図

（
九
博
本
・
Ｃ
Ｍ
Ａ
本
）
を
中
心
に
―
」（
会
場
：
同
館
、
二
〇
二
四
年
八
月
六
日
）
に
加
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
の
内
容
に
関
し
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
国
立
中
央
博
物
館
の

李
秀
美
氏
、
国
立
全
州
博
物
館
の
呉
多
鷰
氏
、
作
品
の
調
査
と
資
料
の
収
集
に
ご
便
宜
を
い

た
だ
い
た
大
和
文
華
館
の
都
甲
さ
や
か
氏
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
任
秀
娥
氏
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
画
像
の
利
用
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
各
所
蔵
者
、
と
く
に
三
星

美
術
館
リ
ウ
ム
・
鄭
誠
薰
氏
、
同
・
南
有
美
氏
、
正
木
美
術
館
・
今
井
す
ず
氏
、
大
倉
集
古

館
・
四
宮
美
帆
子
氏
、
同
・
高
野
明
子
氏
（
画
像
掲
載
順
）
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

掲
載
の
原
色
図
版
・
挿
図
は
下
記
に
よ
っ
た
。
原
色
図
版
１
・
３
所
蔵
者
提
供
画
像
、
原

色
図
版
２
所
蔵
者
公
開
画
像
、
図
1
・
6
前
掲
『
幽
玄
斎
選
韓
国
古
書
画
図
録
』、
図
2
『
大

和
文
華
』
一
四
〇
、
二
〇
二
二
年
、
図
3
・
4
・
5
・
7
・
8
・
11
・
14
・
16
・
17
所
蔵
者

提
供
画
像
、
図
10
・
12
・
15
・
18
・
19
所
蔵
者
公
開
画
像
、
図
9
・
16
・
17
前
掲
『
朝
鮮
王

朝
の
絵
画
と
日
本
』、
図
13
前
掲
『
国
華
』
一
四
六
〇

 

（
は
た　

や
す
の
り　

当
館
学
芸
部
文
化
財
課
資
料
管
理
室
主
任
研
究
員
）
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